
第
十
・
巻
第
畿
號

大
正
十
四
年
四
月
剛
日
登
行

　
　
　
　
　
Q
浬
働
蟻
一
二
十
入
號
）

厨

ポ
　
リ

ビ
オ
ス
の
史
風

（
上
）

文
學
士
　
原

随

園

瞬
、
ボ
リ
ぜ
オ
ス
及
び
そ
の
時
代

　
▽
’
ー
マ
の
勢
力
が
イ
タ
リ
ャ
孚
島
を
越
へ
て
地
中
海
に

延
び
．
覇
灌
を
ヵ
声
高
ゴ
ε
箏
つ
た
の
は
、
紀
元
前
三
世

紀
の
牢
ば
で
あ
っ
た
。
カ
ル
タ
ゴ
の
志
士
ハ
ン
ニ
バ
ル
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

麗
國
の
復
活
の
た
め
に
戦
っ
た
け
れ
ご
も
、
途
に
大
ス
キ

　
　
　
第
十
巷
　
　
研
　
究
　
　
濯
噂
》
ナ
ス
の
甕
風

ピ
オ
の
た
め
に
ザ
マ
に
敗
走
し
た
。
そ
れ
は
紀
元
前
二
〇

二
年
の
事
で
あ
っ
た
。
吾
が
ボ
ソ
ゼ
オ
ス
は
、
此
の
前
後

に
浄
世
の
光
を
見
た
。
（
謎
扁
）
そ
し
て
入
十
二
歳
の
高
齢
を

以
て
、
落
馬
が
原
因
こ
な
っ
て
此
の
世
を
去
っ
た
。
（
誰
二
）

彼
は
γ
ル
カ
ヂ
ヤ
の
メ
ガ
ロ
ボ
、
ー
リ
ス
の
人
で
あ
る
。
父

を
ソ
コ
ル
タ
ス
ご
呼
び
、
ギ
y
シ
ヤ
の
濁
立
の
た
め
に
最

　
　
　
　
　
、
第
二
號
　
　
　
　
一
　
［
　
（
一
九
三
）



　
　
　
第
十
傑
一
　
　
研
　
嬢
μ
　
　
ボ
写
ぜ
オ
ス
の
建
｛
風

後
の
努
力
を
な
し
た
志
士
め
一
入
で
あ
っ
た
。
（
識
三
）

　
紀
元
前
一
六
入
年
、
そ
れ
は
、
ロ
；
マ
の
勢
力
に
醤
す

る
マ
ケ
ー
3
ニ
ャ
の
最
後
の
奮
闘
が
、
ビ
ド
ナ
に
於
て
無
悪

に
も
崩
れ
た
年
で
あ
る
。
禁
め
戦
の
結
果
、
マ
ヶ
1
3
ニ
ャ

の
志
士
一
千
人
は
ロ
ー
マ
に
俘
は
れ
た
Q
彼
ポ
ソ
ビ
オ
ス

．
は
是
等
の
俘
囚
の
｝
入
で
あ
っ
た
。

　
此
⑦
頃
ロ
ー
マ
へ
は
、
急
に
ギ
リ
シ
ャ
風
が
流
れ
込
ん

だ
。
大
廻
ト
；
の
如
き
は
、
ロ
ー
マ
の
國
粋
的
氣
節
の
壌

卑
し
ゆ
く
を
慷
慨
し
た
。
ギ
ソ
シ
や
風
の
文
化
の
流
入
を

極
力
阻
止
せ
ん
ご
し
た
。

　
　
「
ロ
ー
マ
人
が
、
ギ
リ
シ
ャ
文
學
に
十
分
心
醇
し
た
時
、
そ
の

　
　
時
彼
等
は
そ
の
世
界
的
帝
國
を
失
う
だ
ろ
う
」

ビ
子
供
を
一
誠
め
て
言
っ
た
由
が
、
プ
ル
タ
ー
ク
の
ヵ
ト
二

等
に
見
え
て
居
る
。
か
く
の
如
く
、
一
部
の
國
粋
論
者
は

ギ
リ
シ
ャ
文
化
の
優
越
し
認
る
に
向
っ
て
反
抗
を
試
み
た

が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
す
、
大
勢
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
謳
歌
に
傾

い
た
の
で
あ
る
。
プ
ル
タ
ー
ク
は
、
カ
ト
ー
の
此
の
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
二
　
　
（
一
九
四
）

を
評
し
て
日
ふ
。

　
　
「
然
し
時
代
は
，
此
の
忌
は
し
き
言
葉
の
虚
し
い
事
を
示
し
た

　
　
何
故
な
ら
ば
、
ロ
…
マ
が
ギ
リ
シ
ャ
墨
に
最
も
通
じ
、
叉
凡
て

　
　
の
訪
問
の
方
法
に
、
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
が
、
ロ
ー
マ

　
の
最
も
偉
大
な
る
調
子
に
在
っ
た
時
で
あ
る
か
ら
」

と
。
（
詑
四
）
ボ
リ
ゼ
ォ
ス
は
．
か
、
る
雰
圃
氣
を
も
つ
▽
ー

マ
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ロ
ー
マ
に
お
け
る
ポ
リ
ビ
オ
ス
は
、
初
め
は
ピ
ー
3
ナ
の

勇
將
工
ー
ミ
ソ
ウ
ス
・
バ
ウ
ル
ス
の
家
に
置
か
れ
て
居
た

が
、
後
に
は
名
家
ス
キ
ビ
オ
家
に
移
っ
た
。
そ
し
て
コ
ー

マ
の
貴
族
の
生
活
に
親
し
む
事
が
出
身
た
）
彼
が
ス
キ
ビ

ォ
家
に
移
っ
た
の
は
．
ロ
ー
マ
に
お
け
る
へ
〃
ニ
ズ
ム
崇

拝
の
結
果
で
あ
っ
た
こ
い
っ
て
も
よ
い
。
バ
ウ
ル
ス
の
子

に
し
て
、
ス
キ
ピ
オ
家
に
養
は
れ
た
小
ス
キ
ビ
オ
は
、
嘗

時
ま
だ
十
七
歳
の
青
年
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
や
は
り
ギ
ジ

シ
や
文
化
に
憧
れ
た
青
年
の
一
入
で
あ
っ
た
。
ボ
ソ
ビ
オ

ス
は
、
小
ス
キ
ビ
オ
の
憧
憬
の
的
こ
な
り
、
そ
の
熟
情
に



跡
か
さ
れ
で
ス
キ
ビ
オ
家
に
移
り
往
み
、
彼
ご
濃
や
か
な

友
情
を
結
ぶ
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
謎
五
）
か
く
て
ボ
リ

ビ
ガ
．
ス
は
就
中
政
治
に
つ
い
て
論
じ
、
又
一
般
ギ
リ
シ
ャ

的
敏
養
を
、
青
年
ス
キ
ピ
オ
に
與
ふ
る
に
到
っ
た
。
（
註
六
）

此
の
事
は
、
當
時
ロ
ー
マ
の
青
年
が
如
何
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム

交
化
に
憧
れ
て
居
た
か
を
物
語
る
ご
共
に
、
　
一
方
に
於
て

繁
り
ゼ
ォ
嘉
・
彌
ζ
↓
の
貴
族
生
活
に
親
し
む

の
機
縁
を
得
た
事
を
示
し
て
居
る
。
か
く
て
彼
は
ロ
ー
マ

の
政
治
組
織
を
見
る
に
つ
け
、
勾
画
の
悲
運
を
思
ふ
に
つ

け
て
．
や
が
て
ロ
ー
マ
が
天
下
を
一
統
し
た
由
來
を
記
述

し
、
ギ
ジ
シ
ャ
入
の
畳
醒
を
促
さ
ん
ε
企
つ
る
に
到
っ
た

の
で
あ
る
。
（
六
七
）
だ
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
人
が
國
情
を
異
に
す

る
た
め
に
記
事
に
不
信
を
措
く
様
な
事
の
な
い
よ
う
に
賛

意
を
促
し
て
居
る
。
然
し
同
時
に
彼
は
ロ
ー
マ
λ
の
讃
者

を
も
豫
馴
し
て
、
ギ
ソ
シ
や
入
が
記
事
を
信
せ
濾
事
が
あ

ら
う
ε
も
、
ロ
ー
マ
入
の
護
者
は
不
信
ご
輕
蔑
ご
を
示
す

ま
い
ご
言
ふ
て
居
る
。
（
謡
八
）
彼
は
、
そ
れ
罧
憤
ー
マ
入
の

　
　
　
第
ナ
巷
　
　
研
　
究
　
　
栄
》
ぜ
ナ
ス
の
典
風

心
待
に
厨
窪
し
得
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
程
マ
マ
入
の

生
活
に
浸
る
事
が
礁
來
え
た
の
で
あ
っ
だ
Q

　
彼
の
書
い
た
歴
史
は
、
総
べ
て
四
十
窓
の
大
冊
で
あ
っ

た
が
そ
の
中
、
唯
初
め
の
五
二
の
他
は
完
備
し
で
居
な
い
。

僅
に
他
の
書
物
の
中
に
引
用
文
ご
し
て
残
り
、
断
片
ご
し

て
存
す
る
に
過
ぎ
す
し
て
、
學
者
、
殊
に
ゼ
ザ
ン
ッ
の
蒐

集
家
の
努
力
に
よ
っ
て
集
成
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
歴
史
家
ご
し
て
の
彼
の
名
盤
は
、
ッ
キ
ヂ
デ
ス
程
高
く

は
な
い
け
れ
ざ
も
、
（
玉
上
）
決
し
て
ツ
キ
ヂ
デ
ス
に
比
肩
し

得
ぬ
も
の
で
は
な
か
ら
う
ご
思
ふ
。
シ
セ
ロ
も
、
卓
越
せ

る
良
き
歴
史
家
ビ
曝
し
て
居
る
。
禽
一
〇
）
況
し
て
ヘ
ロ
ド

ト
ス
や
、
ソ
ヅ
イ
ウ
ス
に
比
較
し
て
劣
る
ε
は
思
は
れ
な

い
。
今
、
彼
の
史
風
に
就
い
て
考
究
を
頗
る
の
も
、
歴
史

家
こ
し
て
の
彼
を
し
て
、
在
る
べ
き
地
位
に
於
い
て
理
解

し
た
い
ご
の
意
味
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
る

註
隔
　
彼
の
繊
盈
の
年
代
に
明
か
で
に
な
い
。

　
領
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第
ご
號
　
　
　
　
三
　
　
　
（
一
九
五
）



　
．
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史
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か
く
の
如
く
諾
読
が
あ
る
が
、
漁
握
ば
左
の
三
つ
に
禺
獲
す
る
。

焦
一
当
「
八
一
年
き
彼
が
父
や
ア
ラ
ー
ソ
ス
ぜ
典
に
、
ア
カ
イ
や
同
盟
の

使
潜
ピ
し
て
，
埃
及
に
派
澁
さ
れ
象
が
、
そ
の
暗
に
1
1
ま
だ
公
職
に
就

き
得
る
丁
年
に
現
し
て
居
な
か
つ
六
ミ
い
ふ
彼
爵
勇
の
記
事
、

（
℃
・
淳
冨
る
u
為
〉
翫
彼
が
入
十
二
歳
で
逝
去
し
象
事
、
（
穿
。
剛
p
三

レ
宣
O
噌
。
｝
鳶
」
⊃
も
診
）
・
　
ひ
一
三
二
h
年
に
三
つ
六
、
ヌ
マ
ン
チ
ヤ
の
職
…
の
一
旬
に
■

は
、
尉
ほ
被
が
生
存
し
て
居
☆
事
（
Ω
§
。
…
≧
蒙
皇
穿
塁
陶
浸
り
H
ゆ
）

（
一
）
的
。
釣
π
ヵ
。
。
，
o
与
。
お
．
2
）
．
〇
一
ρ
c
Q
の
H
欝
π
寡
が
）

そ
れ
故
に
最
も
早
く
推
定
す
る
も
、
幽
冥
似
ミ
か
ら
二
「
四
年
為
超
ゆ

る
事
に
出
面
な
い
o
a
の
、
丁
年
」
怨
何
歳
ミ
推
定
す
る
か
に
依
っ
て
問

題
に
決
定
さ
れ
ろ
の
で
あ
ろ
が
、
之
た
三
十
歳
ビ
す
ろ
通
設
に
翼
竜
で

あ
る
定
思
ふ
。
そ
れ
ば
二
九
巻
九
舘
岬
に
見
ゆ
う
「
一
般
會
議
に
召
集
さ

れ
し
人
セ
に
三
十
歳
以
上
」
ミ
隈
定
さ
れ
穴
事
が
峯
照
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
然
し
そ
の
丁
年
に
蓮
し
て
屠
な
か
つ
穴
蜜
記
さ
ろ
㌧
故
に
又
根

擦
が
漠
然
ビ
な
る
だ
遜
け
難
い
。
斯
に
問
題
ほ
著
作
の
内
容
批
判
に
侯

糞
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
ろ
D

二
二
露

四
（
一
九
六
）

二
〇
〇
年
以
後
定
温
陀
す
ろ
根
擦
ぱ
、
　
一
つ
に
陣
μ
潔
”
ビ
ナ
ス
が
乙
山
ハ

九
年
に
ヒ
ソ
パ
ル
コ
ス
に
任
ぜ
ら
れ
六
の
に
、
家
柄
か
ら
考
へ
て
彼
が

丁
年
に
な
る
昌
昌
ち
に
補
職
さ
れ
凱
μ
の
で
あ
ら
う
虐
い
ふ
事
、
換
…
冨
す

れ
ば
「
六
九
年
に
丁
年
に
窪
し
距
で
あ
ら
づ
亡
推
定
す
る
。
叉
第
二
巻

一
二
節
に
覧
て
、
醜
「
に
ロ
ー
マ
の
嚢
退
す
る
蓮
因
た
認
め
て
居
る
が
、

そ
れ
に
グ
ラ
ソ
ク
ス
兄
弟
の
改
革
た
見
た
か
ら
で
あ
ろ
ε
推
冗
マ
る
・

前
者
の
推
定
に
鋒
…
登
簿
溺
な
理
論
で
あ
り
、
又
後
者
も
後
に
説
く
様
に

彼
ロ
一
國
の
盛
嚢
に
自
然
の
理
法
で
あ
る
か
の
如
く
考
へ
て
贋
る
の
で

あ
る
か
ら
、
ロ
ー
マ
嚢
過
の
因
為
認
め
穴
ε
い
ふ
事
巨
、
必
ず
’
し
も
、
グ

ラ
ソ
〃
ス
兄
弟
の
改
革
な
見
贈
る
後
の
認
蓮
ミ
み
る
必
要
に
あ
る
ま

い
。
然
し
プ
ル
タ
…
〃
の
フ
ィ
ロ
宏
エ
メ
ン
の
傳
に
よ
れ
ば
、
ポ
蓼
ビ

ナ
ス
に
フ
ィ
ロ
ボ
ェ
メ
ン
の
鵠
麗
骨
た
持
っ
て
市
に
蠕
っ
て
、
居
ろ
。
そ
れ

に
、
一
入
三
年
か
一
入
二
年
の
事
で
あ
っ
て
、
使
者
亡
し
て
埃
及
に
赴

く
少
し
以
前
の
事
で
あ
る
。
雌
の
遣
骨
な
捧
げ
回
り
す
る
事
に
題
常
青

年
の
任
ご
さ
れ
て
居
ろ
。
チ
モ
レ
ナ
ン
の
遺
骸
が
シ
ラ
ク
サ
市
民
の
選

ん
だ
青
年
愚
に
よ
っ
て
蓮
ば
れ
力
定
記
し
六
る
プ
ル
タ
ー
ク
の
チ
モ
ソ

ナ
ン
鱒
が
蓼
照
さ
れ
る
か
ら
、
蜘
の
暗
ボ
リ
ビ
ナ
ス
が
＋
七
入
の
青
年

で
あ
っ
力
芝
す
れ
ば
、
二
〇
〇
年
以
後
に
虫
れ
旗
ビ
す
る
親
に
庇
の
黙

で
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
見
え
る
○

け
れ
こ
も
ポ
リ
ビ
ナ
ス
の
二
一
巷
二
二
巻
に
紅
蓮
さ
れ
糞
る
一
九
一
年

か
ら
始
ま
る
ア
ン
ヂ
す
コ
ス
電
の
戦
の
記
載
に
、
極
め
て
詳
細
で
あ
っ

て
、
直
接
之
に
關
醸
し
て
親
し
く
膿
験
し
て
屠
な
け
れ
ば
書
け
な
い
電

い
ふ
観
⊃
Q
話
9
三
三
”
o
ワ
∩
罵
目
歴
η
9
り
ψ
糊
澗
笥
）
に
最
乳
、
動
か
し
難
炉
論

囁
　
く



“

∴
鎌
た
も
っ
て
居
る
ミ
思
ふ
。
雌
の
貼
か
ち
、
ご
O
O
年
以
後
ぜ
す
る
説

ば
こ
づ
も
支
持
し
難
い
よ
う
で
あ
ろ
。

】
方
に
於
て
、
二
「
四
年
に
生
れ
た
ビ
す
れ
ば
、
便
者
に
選
民
れ
㌧
大
一

八
一
年
に
に
三
三
歳
ぜ
な
ろ
筈
で
あ
る
o
丁
年
為
三
十
歳
亡
假
定
す
る

も
、
そ
し
て
多
分
そ
れ
以
上
で
に
あ
り
え
ま
い
か
ら
、
最
上
限
ミ
錐
も

二
一
〇
年
ま
で
繰
り
下
ぐ
う
が
三
三
で
あ
ら
う
。

そ
れ
故
に
目
下
の
自
分
建
し
て
は
二
一
〇
年
尊
爵
儒
じ
六
い
亡
思
ふ
。

註
二
　
払
出
瓦
滲
照
　
　
七
三
　
門
戸
碁
弓
畠
（
雰
薙
ぎ
ヨ
。
鵜
）
曳
μ
口
。
窓
。
－

ヨ
2
・
ぎ
ご
ぽ
蕊
（
嵩
舞
｝
＾
戸
『
回
ゆ
p
N
簾
∀
潔
u
O
・
ゆ
辞
刈
・
g
・
凋
羅
に

ぎ
葬
黛
版
の
弓
丈
に
櫨
り
Q
。
ゴ
。
謬
霞
σ
q
聞
の
英
羅
ほ
鵠
藁
肋
9
版
に

量
れ
る
が
故
に
管
簾
ば
第
二
〇
巷
以
後
に
於
て
多
大
の
異
同
が
あ
る
。
・

・
今
に
叢
く
濁
謙
の
瓶
序
に
從
ふ
。
註
醒
、
歪
舞
・
○
鴛
。
　
　
註
咽
血
　
℃
o
炉

毘
．
o
山
9
　
駐
索
．
Ω
8
δ
汽
《
§
ゐ
麗
）
○
昌
二
μ
。
0
8
考
。
蓉
p
三
『

畠
）
・
押
鷺
・
　
誰
暫
　
坤
ご
5
〔
｝
り
9
…
。
。
”
。
留
噂
　
註
八
　
団
三
P
G
。
紳
Q
。
．

浴
。
ヨ
。
｝
ポ
。
ワ
。
鍔
拶
μ
O
ゆ
・
欝
　
　
註
甑
　
ノ
ノ
M
”
ぎ
髪
鼠
り
葺
。
O
霧
。
一
7

陣
曾
霧
。
窪
色
崔
西
q
。
村
9
ぎ
｝
冒
。
p
Q
Q
・
。
っ
軌
・
　
　
霊
閣
O
　
Ω
。
⑦
δ
u
（
図
自
・

彰
§
臼
勲
螺
）
○
群
9
0
0
津
8
．
頃
H
。
g
。
ひ
箒
．

二
、
歴
史
編
述
の
動
機
　
そ
の
一

　
マ
ー
「
マ
が
都
市
國
家
か
ら
勃
興
し
て
、
泌
界
統
治
へ
こ

向
ふ
攣
動
の
時
は
、
確
に
、
ロ
、
」
マ
史
上
に
お
け
る
…
つ

の
劃
時
期
で
あ
る
。
ボ
ソ
ゼ
オ
ス
は
、
此
の
時
代
に
遭
遇

第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
瀞
サ
ぜ
ナ
ス
の
吏
風
、
、

し
、
親
し
く
ロ
ー
マ
入
の
生
活
を
禮
験
し
た
9
別
し
て
．
践

ロ
ー
マ
の
有
力
者
の
家
に
寄
寓
し
て
、
彼
等
の
生
活
に
も

深
い
理
解
を
持
つ
淀
の
で
あ
る
。
此
の
登
展
の
時
代
に
お

け
る
ロ
τ
マ
閲
入
の
意
氣
は
、
正
に
衝
天
の
勢
が
あ
っ
た
。

亡
國
の
悲
運
を
目
の
あ
た
り
覗
た
ボ
リ
ゼ
オ
ス
は
、
租
國

の
蓮
命
に
ひ
壽
ま
そ
へ
て
、
ロ
ー
マ
入
の
此
の
盛
嫁
る
意
．

氣
に
域
激
し
た
の
で
あ
る
。
廿
ー
マ
人
が
、
世
界
統
治
を

成
就
し
た
そ
の
原
因
が
隔
果
し
て
何
虞
に
在
る
か
ご
い
ふ

事
は
吾
も
人
も
共
に
知
ら
ん
ご
希
ふ
所
の
、
三
昧
あ
る
題

目
ご
考
へ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
　
「
如
何
に
し
て
、
又
如
歪
な
る
政
治
的
手
腕
に
よ
っ
て
、
ロ
ー

　
　
マ
入
は
、
入
の
詠
む
限
り
の
殆
ん
さ
全
部
の
世
界
を
、
僅
丸
五

　
　
十
三
年
に
も
足
ら
ぬ
年
月
の
間
に
征
服
を
逡
け
、
擢
猫
の
支
配

　
　
の
下
に
、
齎
し
た
か
。
是
を
し
も
知
ろ
う
ミ
試
み
な
い
よ
・
玩
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
壕

　
　
そ
ん
な
無
關
心
な
、
、
叉
そ
ん
な
冷
淡
な
、
人
は
唯
の
一
人
た
り
、

　
　
ざ
も
あ
り
え
ま
せ
う
か
」
（
設
一
）

ご
彼
は
言
ふ
て
居
る
。
即
ち
僅
か
傘
世
紀
の
聞
に
、
「
同
時

代
の
者
は
只
瞥
驚
嘆
し
、
後
代
の
者
は
決
し
て
「
是
以
上
に

策
二
翠

玉
二
九
七
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
ポ
嚇
冨
す
ス
の
史
風

出
つ
る
能
は
ざ
る
べ
き
」
程
の
（
註
二
）
又
「
未
だ
曾
て
選
ら

ざ
り
し
」
程
の
（
註
三
）
大
帝
國
を
支
配
す
る
に
郵
つ
た
事

は
、
必
ず
由
っ
て
來
る
所
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

は
「
如
何
な
る
計
書
の
下
に
、
如
何
な
る
カ
ご
手
段
ご
を

…
以
て
」
な
さ
れ
た
か
。
（
霊
四
）
又
「
如
何
な
る
政
治
的
手
腕

を
以
て
」
そ
れ
が
實
現
さ
る
、
に
到
っ
た
か
。
此
の
黙
が

彼
の
最
も
戚
興
を
惹
い
た
鮎
で
あ
っ
た
Q
彼
が
世
界
史
の

編
述
を
企
て
た
動
機
の
「
つ
は
、
か
、
る
ロ
ー
マ
の
世
界

統
治
の
原
因
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
っ
た
。

　
　
駐
一
　
ぎ
H
・
H
》
H
●
　
疑
二
　
渉
達
押
悼
・
　
註
三
剛
ぴ
峯
ど
目
・
簿
。
．

　
　
註
四
　
薫
繕
H
り
。
。
・

　
　
　
三
、
歴
史
編
述
の
動
機
　
そ
の
ニ

　
ボ
ソ
ビ
ォ
ス
の
見
る
所
の
歴
史
は
。
軍
に
過
去
の
事
實

を
該
博
に
知
る
ざ
い
ふ
事
を
目
的
こ
す
る
の
で
は
な
い
。

彼
は
歴
史
を
以
て
、
雑
多
な
る
事
件
を
記
憶
す
る
所
の
、

所
謂
物
識
り
に
な
る
學
だ
こ
考
へ
た
の
で
は
な
い
。
歴
吏

は
唯
知
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
理
解
す
べ
き
も

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
六
　
（
一
九
入
）

の
だ
こ
思
惟
し
た
。
彼
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
入
問
は
推
理
、

理
解
の
能
力
を
持
っ
て
居
る
か
ら
、
將
來
を
豫
見
し
、
類

似
の
出
韻
事
か
ら
推
論
す
る
事
が
出
癖
る
◎
（
塾
．
）
歴
吏

は
、
是
に
因
て
盛
挙
興
亡
の
迩
を
観
じ
、
そ
の
得
失
を
會

得
す
べ
き
も
の
で
あ
り
又
理
解
し
う
る
も
の
だ
こ
い
ふ
の

で
あ
る
。

　
　
「
理
解
す
る
S
い
ふ
事
ε
、
輩
に
聞
く
ε
い
ふ
事
ミ
は
、
自
分

　
の
見
る
所
で
は
、
高
然
ミ
涯
別
さ
れ
る
。
同
襟
に
、
吾
々
の
言

　
ふ
所
の
歴
史
ミ
、
唯
特
殊
な
材
料
を
取
扱
ふ
だ
け
の
記
録
－
こ
の

　
間
に
は
、
叉
魑
溺
が
存
す
る
」
（
隷
二
）

ご
◎
彼
は
歴
吏
を
か
く
解
繹
す
る
。
歴
史
を
理
解
し
、
そ

の
得
失
に
鑑
み
て
、
時
に
は
一
身
の
行
動
を
、
時
に
は
國

家
の
経
螢
を
指
導
し
よ
う
ご
す
る
の
で
あ
る
。
斯
に
彼
が

囹
養
σ
Q
巳
ρ
鼻
8
（
註
三
）
男
用
的
ご
唱
ふ
る
歴
吏
の
立
脚
地
が

あ
る
Q
歴
史
を
書
く
目
的
は
、
歴
史
研
究
の
結
果
、
護
者

に
何
等
か
の
利
雪
を
與
へ
ん
ビ
す
る
に
購
う
。
（
註
四
）
叉
塵

藻
の
指
導
π
ら
し
め
ん
ご
す
る
に
在
っ
た
。
例
へ
ば
、
ヴ



フ
や
人
の
行
動
を
記
し
て
後
の
戒
こ
し
よ
う
ご
し
た
。
帥

ち
、

　
　
「
か
・
る
蓮
命
の
戯
れ
を
、
後
人
の
記
憶
に
留
め
、
是
に
因
つ

　
て
後
世
の
人
が
、
同
一
の
事
件
を
十
分
に
知
ら
す
し
て
、
そ
の

　
た
め
に
、
蟹
人
の
突
然
な
不
慮
の
攻
撃
に
妬
し
て
、
意
氣
を
沮

　
銘
す
る
事
の
な
い
よ
う
に
す
る
。
之
が
魔
史
家
の
義
務
だ
ε
思

　
ふ
」
（
謡
五
）

ε
見
え
て
居
る
。
ア
タ
ネ
の
疫
礪
を
記
述
し
て
、
後
世
の

参
考
に
せ
ん
こ
し
元
、
ッ
キ
ヂ
デ
ス
の
面
影
が
あ
る
。
（
註

六
）
か
く
の
如
く
に
し
て
、
熟
心
に
過
去
の
事
を
研
究
す
る

事
に
よ
っ
て
、
入
琶
の
纒
験
を
豊
富
に
す
る
事
は
、
人
々

に
ご
つ
て
は
極
め
て
適
斜
な
娯
樂
こ
も
な
る
も
の
だ
こ
さ

へ
考
へ
た
。
（
雛
七
）

　
歴
史
は
。
右
の
如
く
威
世
の
方
針
に
つ
い
て
、
政
治
の

運
用
に
つ
い
て
、
適
當
な
鑑
戒
ビ
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
「
吾
々
の
歴
史
が
、
現
在
及
び
將
來
に
向
っ
て
齎
ら
す
効
用
は
、

　
主
S
し
て
此
の
鮎
に
存
し
て
居
る
」
（
雛
入
）

而
し
て
彼
に
よ
れ
ば
、
歴
史
ほ
ざ
、
鷹
島
の
羅
針
盤
ε
し

　
　
　
第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
潔
リ
ビ
ナ
ス
の
吏
風

て
役
に
立
♂
、
も
の
は
な
く
、
殊
に
政
治
…
敏
育
に
就
い
て
は
、

歴
史
ば
唯
一
の
敷
科
で
あ
る
ご
考
へ
た
の
で
あ
る
。

　
　
「
人
に
ざ
つ
て
は
、
前
代
の
出
諸
事
に
就
い
て
知
る
よ
り
も
、

　
よ
り
適
慮
は
し
い
敏
科
の
方
法
は
な
い
」
（
識
九
）

こ
か
、
或
は
又
、

　
　
「
人
々
は
い
ふ
心
歴
史
か
ら
の
教
訓
は
、
國
家
の
仕
事
に
鍬
す

　
る
，
最
も
正
し
き
教
育
ε
訓
錬
ε
の
墨
・
校
で
あ
．
り
、
他
國
の
蓮

　
命
を
回
想
す
る
事
は
、
幸
蓮
が
憂
回
す
る
の
を
堂
々
ε
塩
．
凡
忽

　
ん
で
ゆ
く
た
め
に
、
最
も
有
効
な
、
旦
つ
、
唯
一
の
教
師
で
あ

　
る
」
（
註
一
〇
）

な
ざ
こ
い
ふ
て
居
る
。
又
彼
は
日
ふ
。

　
　
「
歴
史
に
若
し
實
用
的
敏
科
の
要
素
が
訣
貸
す
る
な
ら
ば
、
歴

　
史
の
残
餓
の
部
分
は
、
無
償
値
な
も
の
で
あ
り
、
役
に
立
た
ぬ

　
　
も
の
で
あ
る
」
（
註
二
）

ご
。
彼
の
見
解
に
從
へ
ば
、
政
治
激
特
は
、
飽
く
ま
で
も

「
事
解
」
に
立
脚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
抽
象

的
理
想
論
か
ら
敏
訓
を
求
む
る
事
は
鵠
來
な
い
の
で
あ

る
、
帥
ち
歴
史
事
忌
か
ら
利
害
得
失
を
批
鋼
て
る
事
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
七
　
（
一
九
九
〉



　
　
　
第
十
巷
　
　
研
究
　
　
ボ
”
ゼ
黄
ス
の
更
風

つ
頂
始
め
て
将
來
の
指
針
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
れ
ば
、

プ
ラ
ト
ン
の
理
想
國
の
如
き
は
、
ボ
ソ
ど
オ
ス
に
ご
つ
て

は
輩
に
一
箇
の
偶
像
で
あ
っ
て
、
謂
は
“
生
命
な
き
死
物

に
過
ぎ
な
い
。
r
從
っ
て
か
く
の
如
き
理
想
論
は
、
生
命
の

血
の
濃
っ
て
居
る
人
聞
に
ご
つ
て
は
、
規
範
ε
す
べ
き
も

の
で
は
な
い
ご
さ
へ
考
へ
て
居
た
。
（
識
一
二
）
將
來
の
維
鑑

ε
す
べ
き
も
の
は
、
そ
れ
故
に
、
抽
象
的
な
理
想
論
の
中

に
求
め
て
得
ら
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
れ
は
必
ず
や
、
事

實
を
記
載
し
た
歴
史
の
中
に
探
求
の
歩
を
進
め
ね
ば
な
ら

訟
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。
斯
に
彼
は
歴
史
編
述
の
實
用
的

意
義
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

　
思
ふ
に
彼
は
、
亡
國
の
悲
運
に
都
計
し
た
租
國
の
運
命

を
、
再
び
既
倒
に
挽
回
せ
ん
こ
す
る
の
志
か
ら
、
そ
の
模

範
こ
し
て
、
奪
え
ゆ
く
ロ
ー
マ
の
實
例
を
説
か
ん
ご
い
ふ

よ
う
な
、
窓
際
的
な
動
機
も
含
ま
れ
て
居
た
も
の
と
推
察

さ
れ
る
。

　
・
駐
願
　
℃
c
ド
ρ
O
・
　
謡
二
　
凶
三
畠
軌
3
ζ
。
ド
　
　
駐
三
　
影
鳥
・
ρ
鱒

　
　
　
　
　
　
第
二
盤
　
　
入
（
二
〇
〇
）

註
四
　
圃
｝
藁
〆
⇒
”
緯
　
　
註
羅
　
皆
…
（
一
P
c
ゆ
罫
　
　
註
六
　
虐
崔
3
・
象
（
庁
辞

鱒
隊
。
ひ
・
　
譲
砦
　
一
、
・
）
回
・
跡
誤
　
　
該
八
謹
（
ド
。
。
脹
．
　
註
九
，
奪
r

ど
H
■
　
三
国
◎
　
量
餌
・
田
リ
ド
　
・
蝕
繭
剛
　
薫
傷
影
鷺
誤
σ
q
・
　
註

剛
二
　
箭
峯
論
み
刈
・

四
、
彼
の
計
書

　
彼
の
歴
史
は
、
ロ
ー
マ
の
世
界
統
治
の
由
來
を
探
求
し

よ
う
ご
い
ふ
動
機
か
ら
書
か
れ
か
。
そ
れ
故
に
、
此
の
問

題
の
照
明
に
關
係
あ
る
部
分
だ
け
を
取
扱
ふ
ご
し
て
も
、

そ
れ
は
勢
ひ
、
當
時
の
諸
國
の
記
載
に
も
及
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
　
吾
々
は
今
歴
史
を
書
く
に
當
っ
て
、
時
代
か
ら
い
へ
ば
、
第

　
一
四
〇
図
の
オ
つ
ム
ピ
ヤ
ド
（
紀
元
前
二
二
〇
一
一
二
六
年
）
以

　
後
に
就
い
て
、
事
件
か
ら
雷
へ
ば
、
ギ
リ
シ
ャ
に
於
て
は
、
所

　
謂
同
盟
戦
役
か
ら
、
…
…
ア
ジ
ヤ
に
於
て
は
、
シ
リ
ヤ
に
饗
す

　
る
職
か
ら
…
…
イ
タ
リ
ヤ
ミ
リ
ピ
ヤ
ε
に
重
て
は
、
…
：
所
調

　
ハ
ン
ニ
バ
ル
陳
脳
役
か
r
り
胎
川
め
る
。
」
（
識
一
）

こ
い
ふ
て
居
る
。
但
二
等
ー
マ
の
事
件
は
、
直
に
ハ
ン
ニ

「

妻



バ
ル
戦
役
か
ら
書
き
棲
め
て
は
、
勢
ひ
曾
孫
が
明
か
に
な

ら
な
い
の
で
、
ロ
ー
マ
の
勢
力
が
イ
タ
リ
や
宇
島
以
外
龍

膨
張
さ
る
う
所
か
ら
執
筆
し
た
。
郎
ち
彼
の
言
葉
を
認
り

幡
ご
、
「
チ
マ
イ
ォ
ス
が
蠣
筆
し
元
以
來
で
あ
っ
て
、
第
一

ご
九
回
オ
ッ
ム
ピ
ヤ
ー
ギ
（
紀
元
前
二
六
四
⊥
エ
ハ
。
年
）

に
概
醒
す
る
」
の
で
あ
る
。
（
一
二
）

　
然
も
乍
ら
本
來
の
目
的
は
、
η
ー
マ
の
隆
盛
に
關
す
る

原
因
の
説
明
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
根
本
問
題
に

誤
写
あ
る
要
黙
を
摘
出
し
、
そ
の
他
の
黙
は
．
詳
細
に
亙

る
事
を
避
け
た
の
で
あ
る
。
（
二
三
）

　
さ
て
彼
の
彪
大
な
る
歴
更
は
固
よ
り
】
朝
に
し
て
完
成

壌
さ
る
べ
き
筈
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
、
一
つ
に
は
、

後
か
ら
若
し
く
は
随
時
に
改
訂
も
施
さ
れ
た
で
み
ら
う
こ

い
ふ
推
定
ε
、
ご
つ
に
は
、
斜
め
幾
部
…
門
か
に
分
っ
て
執

筆
さ
る
、
計
書
で
あ
っ
た
ら
う
ε
い
ふ
、
此
の
二
つ
の
推

定
が
加
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
一
の
推
定
鳳
全
く
確
實
で
あ
乃
。
ハ
雛
叫
）
改
訂
を
試
み

　
　
　
第
十
巷
　
　
窟
究
　
　
ポ
の
ビ
オ
ス
の
洩
風

た
離
分
ご
未
だ
改
訂
に
及
ば
な
か
っ
た
濾
胞
ご
前
後
揃
着

せ
る
黙
も
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
客
地
踏
査
の
結
果
修
正

し
た
部
分
も
あ
る
。
（
註
五
）
叉
當
初
の
目
的
で
は
、
ハ
ン
ニ
・

バ
ル
載
役
以
後
五
十
三
年
聞
の
歴
史
を
書
く
豫
定
で
あ
っ

た
こ
い
ふ
か
ら
、
マ
ケ
ド
ニ
ャ
の
敗
北
ま
で
書
か
る
べ
き

筈
で
あ
る
。
（
八
六
）
然
る
に
、
豫
定
の
部
分
以
後
の
形
勢
を

も
包
含
す
る
｛
畢
に
計
書
一
を
改
め
、
吉
際
は
一
四
六
年
に
到

る
ま
で
の
歴
吏
を
書
い
て
居
る
。
（
二
七
）
即
ち
マ
ケ
ー
3
ニ
ヤ

を
始
め
全
備
ソ
シ
ヤ
の
覆
没
に
つ
い
て
、
又
第
二
回
ボ
等

二
戦
役
以
後
第
三
国
ボ
エ
ニ
戦
役
の
結
宋
ま
で
書
い
て
居

る
Q
さ
れ
ば
吾
々
は
第
一
の
推
定
を
確
断
し
て
好
い
。
即

ち
ポ
ヲ
ビ
ォ
ス
は
、
そ
の
歴
史
を
後
か
ら
若
し
く
は
随
時

に
修
正
を
加
へ
て
居
り
、
．
又
最
初
の
必
定
を
さ
へ
も
愛
更

し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
前
後
に
矛
盾
を
存
す
る
所
か
ら

推
せ
ば
、
恐
ら
く
全
部
の
改
訂
は
組
織
的
に
行
は
れ
た
の

で
も
な
く
、
叉
そ
れ
が
、
完
了
せ
す
し
て
中
断
さ
れ
た
あ

の
で
あ
ら
う
。
（
註
八
）

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　

九
（
二
〇
一
）



　
　
　
第
十
僚
｝
　
　
研
…
　
究
　
　
潔
サ
ビ
す
ス
の
史
風

　
第
二
の
推
定
仁
疑
い
で
は
、
ニ
ソ
懸
ン
が
七
分
説
を
立

．
て
、
居
る
。
（
誰
九
）
そ
れ
に
よ
る
ご
次
の
様
に
麗
別
す
る
。

　
　
－
、
h
始
め
六
巻
は
序
説
0

　
　
2
、
次
の
六
巻
は
、
ロ
ー
マ
ミ
カ
ル
タ
ゴ
霊
の
抗
雫
が
、
極
度

　
　
に
蓬
せ
る
時
代
。

　
　
3
、
次
の
六
巻
は
、
ア
フ
リ
カ
の
戦
よ
り
マ
ク
ド
ニ
ヤ
の
浸
落

　
　
ま
で
。

　
　
4
、
次
の
六
巻
は
、
ロ
ー
マ
の
覇
業
に
就
い
て
。

　
　
5
、
次
の
六
巻
は
、
ロ
ー
マ
の
赴
會
組
織
の
憂
動
を
。

　
　
6
、
吹
は
特
に
四
巻
で
あ
っ
て
、
次
の
時
代
へ
の
推
移
を
叙
述

　
　
す
る
。

　
　
7
、
終
り
六
巻
は
、
地
中
海
諸
臣
が
最
後
の
反
航
を
ロ
ー
マ
に

　
　
試
み
た
る
ま
で
。

以
上
の
七
分
説
は
、
第
六
窓
に
ロ
ー
マ
の
制
度
を
、
第
十

二
巻
に
は
他
の
歴
史
家
、
殊
に
チ
マ
イ
オ
ス
及
び
エ
フ
雰

ル
ス
の
著
作
に
就
い
て
批
判
し
、
第
三
十
四
憲
に
は
地
理

を
論
じ
て
居
る
ε
い
ふ
黙
か
ら
、
部
ち
各
大
千
分
の
計
り

に
そ
れ
ぐ
蒔
殊
な
記
事
を
載
せ
て
居
る
ご
い
ふ
顯
か

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
霧
　
　
　
一
〇
　
（
二
〇
二
）

ら
、
、
一
癖
力
強
く
主
、
張
さ
れ
て
居
る
Q
又
第
四
十
聡
に
、

附
載
し
て
あ
る
梗
概
は
融
々
此
の
説
を
有
力
に
す
る
も
の

ビ
考
へ
ら
れ
て
居
る
。

　
實
際
四
十
憲
こ
い
ふ
大
冊
を
、
何
等
の
目
鐸
な
く
筆
の

ま
に
ノ
、
書
き
績
け
た
こ
は
思
は
れ
な
い
し
、
殊
に
彼
は
、

後
に
も
言
ふ
如
く
、
世
界
史
を
全
膿
こ
し
て
把
握
し
よ
う

ご
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
何
等
か
の
標
準
が
あ
っ
た
ら
し

い
ご
い
ふ
推
定
は
可
能
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
僅
に
ゼ
ザ
ン

ッ
の
福
者
等
の
努
力
に
て
輯
集
さ
れ
た
る
断
片
ご
、
及
び

最
初
の
五
憲
ε
の
み
か
ら
は
、
別
に
確
謹
を
見
出
し
え
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
吾
々
は
か
く
の
如
く
豫
定
の
逼
分
に

つ
い
て
積
極
的
に
主
張
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
。
著
述
の

分
量
は
二
丁
ご
實
際
ご
は
増
減
を
免
れ
灘
の
が
常
で
あ

る
Q
況
し
て
、
豫
定
の
墾
更
ご
、
内
容
に
修
正
の
加
へ
ら

れ
だ
事
ご
が
、
確
實
に
断
定
し
得
ら
る
、
に
於
て
は
、
四

十
怒
こ
い
ふ
数
が
始
め
か
ら
の
豫
定
で
あ
っ
た
か
さ
へ
も

不
明
で
あ
る
。
目
下
の
吾
々
は
、
何
等
か
の
豫
定
さ
れ
淀



遜
分
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
ご
推
論
す
る
以
上
に
は
、
…
進
ん

で
断
定
を
下
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
註
脚
　
ぎ
ド
一
”
。
。
・
　
　
註
＝
　
藍
儀
｝
“
α
・
　
　
駐
關
昌
　
圃
ぴ
峯
ど
日
。
。
・

註
四
　
ね
霧
9
業
障
り
。
℃
・
。
鮮
も
Q
・
H
o
Q
Q
・
及
識
　
　
H
o
継
・
　
駐
五
　
財
。
ド

H
ρ
H
H
…
b
d
ロ
蔓
・
o
唱
・
o
三
唱
℃
●
H
O
q
。
一
及
馳
9
　
　
秘
匿
　
娼
。
囹
●
H
’
賢
歌
脚

。。

_
凸
・
　
騨
七
　
筐
似
。
。
り
堅
。
・
　
註
八
b
ゴ
留
タ
。
や
。
博
p
国
¢
。
。
．

謎
九
　
帥
ぴ
耳
嬉
・
回
O
駅
　
ω
g
。
導
臣
一
ち
や
簿
．
ω
．
回
緩
嚇
及
謎

支
那
都
邑
の
城
郭
ご
其
の
起
原

交
學
士
　
那

波

利

貞

胸

　
城
郭
の
築
造
は
古
昔
支
那
に
曾
て
の
偉
大
に
し
て
顯
著

な
る
建
築
工
事
の
一
種
に
し
て
之
を
分
類
す
れ
ば
長
城
の

築
造
ご
都
邑
周
圃
の
城
壁
の
築
造
ご
に
二
大
別
す
る
こ
ご

が
出
郷
る
。
此
の
中
の
前
者
な
る
長
城
の
築
造
に
就
い
て

は
之
が
世
界
的
に
著
名
な
る
事
貿
な
る
が
爲
に
、
之
を
研

究
す
る
異
者
も
相
當
に
存
し
、
讐
へ
ば
清
の
顧
炎
武
が
『
由

束
考
古
録
』
に
於
て
其
の
遽
蹟
を
研
究
す
る
が
如
く
、
支
那

　
　
　
第
十
・
巷
　
　
研
　
究
　
　
支
那
榔
邑
の
城
郭
s
興
の
越
原

日
本
の
學
者
は
勿
論
、
西
洋
の
支
那
學
者
も
大
に
之
に
留

意
し
て
を
爵
勲
ヨ
田
聡
塊
Ω
亀
氏
の
目
帯
Ω
掃
簿
壽
に

O
h
∩
露
街
．
（
お
Q
P
ピ
。
昌
自
9
ご
の
如
く
長
城
の
築
造
を
軍

事
的
政
治
的
將
た
交
化
的
に
解
零
せ
む
ご
試
む
る
學
者
さ

へ
出
て
撃
て
居
る
。

　
然
る
に
其
の
後
者
な
る
都
邑
弊
宅
の
城
壁
築
造
に
就
い
・

て
は
其
の
事
實
が
古
代
よ
ザ
あ
ま
り
に
普
遍
的
な
る
が
爲

か
、
將
π
．
雪
見
に
慣
れ
て
特
別
の
注
意
を
致
さ
ざ
る
が
爲

か
、
之
を
深
く
研
究
し
た
る
者
が
稀
な
る
か
の
機
に
見
受

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
一
一
　
（
二
〇
三
）


